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       血壓 降下性物質の研究(続報)
          農學士 土 岐 正 雄
  緒     言
 著者は 昭和8年 本研究所講演會に於て ヱタノ■・一ル アiン 類の血腰降下性ωに就 τ
報告するところあ りた り.             ・
 本蝦に於ては 酵母中の血歴降下性物質に就て論じ,其 有敷物質中の一部に就て 報
告せん とす.
 血歴測定は特記するもの ～外家兎の耳殻動脈に於てする非親血的測定法た る倉矢氏
法(2)を用ひた り.
 血歴曲線は絶劃値 を以てせす各個艦の正常血歴値に劉する百分率 を以てせ り.卸 ち
血厘の攣化を端的に示 すと共に 個膣に依 り其値を異 にする正常血厘殖 を 常 に念頭 に
置 くの煩を避 けんが事な り.
  第1章 酵 母 中に於 け る 血 歴 降下性物 質 の存在 に就 て
 1.乾 燥酵母の血歴降下性
 (a) ib'販草乞燥酵母
 ヴィタilンB剤 の原料 として ピール會肚より供給せ らるる市販乾燥酵母 を水 と混
じ,家 兎にper kg. ca. O.05 gr.-O. 1 gr.を 維ロ的に強制投與(ネ トラン氏 カテーテ
ルにて直接胃内に途入)し,血 座の攣化を追跡するに其結果は甚だ曖昧 にして,多 くは
殆 ど無影響なるも少嶽の例に於ては或は僅かに降下 し,或 は僅かに上昇す・第一一圖A
                               o
に其 一例 を示 す.
 (b)有 機 溶剤 抽 出乾燥酵 母
 市販 乾燥酵 母を ソックスレーを用ひ,酒 精 アセ トン,ヱ ー テル,ク ロ・フォルム等
  (1)牝 學研究所講演集 第四輯・p・60-68・
  (2)倉 矢:一 京大馨學部紀要・Vo1・6・No・3・
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の有機溶剤を以て 連綾48時 間紬出 し,完 全に可溶分を除き減歴の下にて溶剤を駆遂
しt:る ものを同様に家兎に與ふればいつれも著明なる血座降下を示すこと第一圖B,
C,D, E.に 示す如 し・
               第   一   圏
           乾燥酵母 及び 其有機溶刺抽出残渣の
              家兎の血歴に及ぼす影響
             per kg.().05 gr.経口投與
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 この乾燥酵母酒精抽出残澄の血歴降下性の弧度は原料の出所により多少の差あ り・
第二圖は多数例中最強力な りしものに就 き,共 投與量を攣化せ しめたる揚合な り.
 帥ち有数量は可成廣範園に互つて存在するを示す.
 叉この ものを連績長期に互つて投與すれば,共 の影響は数 日にして平衡歌態に達 し,
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         第   二   圖
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 無制限に血歴降下するものに非す,投 與中止後 も相當長期に互つて後作用持績する歌
 態を第三圖に示す・この期間中動物の一般健康駄態 及び 罷重に悪影響 を認め'ざりき.
  2.酵 母の種類と血歴降下作用
  比較的獲易 き酵母類中代表的なるもの10種 を撲びHayduck液 に少許のオリザニン
 を加へたる培養・「t:にて25。C.に 於て 充分繁殖せ しめ洗源墜搾 し,自 家潰化を避 くる爲
 硝子板上 に薄 く掘 げ硫酸眞室乾燥器中に念速に乾燥せ しめ,こ れを94%酒 精にて48
 時開抽出せる残渣を家兎にper kg.0.lgr.與 へたる結,果を第四圖に示す・
               第    四    圖
        酵母の種類と其血歴降下作用  家兎per kg・0・1 gr・経口
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  帥ち 各例共に明かに血歴降下を示 し,か、る性質は酵母類に共通 なるもの 、如 し・
  3・酵母の自家溝化 と血歴に影響する物質との關係
                  (144)
         血歴 降 下 性 物 質 の 研 究
(a)自 家滑化過 程 中に於 け る憂化・           r
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培養基にて25。C.に 於て2遡 聞培養 し,之 を洗瀞厭搾 し40。C.の 恒温槽 中にて自家li?
化せ しめ,100時 間内に8回 の試料を探取 し,硝子板に塗 り,各,を眞塞硫酸乾燥器 中に
て迅速に乾燥せ しめ,こ れを2分 し,牛 はその まs,他 牛は94%酒 精にて48時 闇抽
出 し可溶分を除 き各。を家兎にper kg. O.1 gr.づ 、経 口投與せる例を第五圖に示す・
 即 ち 酒精抽出残渣(實 線)は 何れ も血歴を降下せしむるも,其儘iのもの(鮎線)は 最初
に於ては 殆 ど血歴 に影響なきも5時 聞後の試料に於 て 俄然著 しき血駆上昇を示 し,
其後漸次上昇度を減 じ,一時は殆 ど無影響 とな り更に多少の血腿降下姓を現すに到る.
               第  六   圖
          徹底的自家浩化酵母の家兎の血歴に及ぼす影響
              per kg・O.1 gr.経 口投奥
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 (b)徹 底的自家消化
 試料は他の研究の爲に調製したるものを流用 したるものにして,キ リンビール祠崎
工揚のビール酵母を清水中にて諦別 し ポップ粕を除 き,清 洗,濾 過 し水DPt 2000 lbsに
て歴搾 したるものを少量の トル オール と共に室温(7月)に 放置すること約1ケ 月其後
約1/3容 の94%酒 精を加へ通計23ク 月放置 したるものにして細胞の原形は殆 ど之を
認め得・ざるものな り.
 この ものを其儘減罐の下に蒸獲乾固 しナニるもの,及び 之 を更に酒精にて充分抽出 し
たる残渣は共に 著 しき血歴降下性 を有するも,酒精可溶分を蒸畿乾固 したるものは 杢
く血腿に影響せざるは第六圖に示す如 し.
                 (146)
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 帥 ち 酵母の自家滑化過程中に於 ける 血歴に影響する物質の甚だ複雑なる清長の一
端を窺ふを得,妙 くも 其途中に於て 著 しき血歴上昇性の物質を生 じ,こ の物質は酒
精可溶性なると共に,極 めて不安定なる物質なるを知れ り・
 前記の如 く 市販乾燥酵母が其出所により其血1歴に封する影響不定なることは 當初
甚だ研究を困難な らしめ†こり. これ勿論 酵母の榮養歌態によ り其成分 を異にするこ
とも一因た り得ぺ しと難 も,最大の原因は 自家潰化の程度の相蓮に蹄するを妥當 と信
す・實際大量の生酵母を乾燥する揚合に或 る程度の 自家消化を避 くるは不可能事に屡
するを以て,出 所を異にする市販乾燥酵母の作用に差あるは當然な りと言ふべし・
  綜   括
 (a)酵 母類中には有機溶剤不溶性の血墜降下性物質存在す・    ・
 (b)但 しこの もの5作 用は乾燥酵母そのま5に ては現はれす,EPち 酵母艦成分中
  にはこれの反作用をなす物質の共存を暗示す・
 (c)こ の反作用物質ωは有機溶剤可溶性なるか,Nは 抽出操作により無力化せらる
  る程不安定なるか,何 れにして も有機溶剤抽出により除か る.
 (d)酵 母中には 砂 くも酵素作用に鋤 して 甚だ安定なる血歴降下性物質を含む.
 (e)酵 母の自家清化過程中に於 ける 血歴に影響す る物質の浩長は 甚だ複雑なり.
 (f)以 上の事實よ り乾燥酵母を酒精等の有機溶剤にて抽出せ る残渣はその儘血墜降
  下性 プレパラー トとして使用 し得ぺ し.
 4.考   察
 正常 なる生活現象 を螢み居 る生物匿内には,生 活に必須 なるすべての物質を 最 も
良 き割合に含有 し居る理な り.叉 生活現象の憂調 とは之を 全 く物質的方面より槻れ
ば 或 る特定の物質の鋏乏(代 歎的意味に於て)に蹄するを得 る揚合多し・
 この揚合 若 し假に他の正常なる個艦の腿成分の全部を蝦取 して 自己の用に供する
を得た りとせんか,上 記の特定物質の映乏は幾分之を輕減 し得 るの理な り・
 但 し あ らゆる物質の存在することは其孚面特定の物質の寡少を意味すると共に 一
方生物一般の通則 として,或 る 特殊の作用ある物質の存在は常に 其反作用物質を伴
  (1)有 機溶醐抽出液よりこの物質を回牧せんとする試は悉く失敗に了tL Y・
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ひ,こ の爾者の作用の李衡 の結果が 所謂正常なる献態な りとすれば 生物盟全部を其
座囁取利用し得た りとして も,こ れに依 り特定の生理現象が著 しき 影響 を蒙 ること
は必すしも期待 し得す.
 故に生物膣 より或 る著 しき 作用あるプレパラー トを得 る爲 には,上 記の反作用物
質 との準衡を破 るを要 す・この事には 積極的に有敷成分を箪離抽出するか,叉 は 消
極的に反作用物質を除 くか 叉は無力化するの二方法可能な り・
 本研究は この浦極的方法の一實例にして,酵 母罷内に於ては 血歴に封 して方向反




る原因は 前記血歴降下性物質の含量寡少なることよりも 寧ろ反作用物質 との李衡相
殺關係の方が遙かに重大なるを知る・
  第2章 酵母 ヌクv6ン 酸 の血歴 降下 作用 に就 て
 前章の研究に基 き 酵母の血歴降下性物質を其有機溶剛 不溶分中に搬索 して ヌクレ
ィン酸を得た り・
 この外に も爾 有力なる物質の存 在を想はしむる事實 あるも,本 報に於ては 酵母中
の血墜降下性物質の一 としてメクレイン酸の作用を報告せん とす.
  試   料
 ビール酵母よ り自製せる精製ヌクレイン酸を数種の市販品 と比較 した るに血厭に關
する限 り,大 差を認めざりしを以て主 としてB6hringer製 の酵母ヌクレaン 酸 ソー
グを用ひた り.
動物性ヌクレイン酸 ソーダに關 しては大量の試料を得 るの困難の爲鰯 れざりしも恐
らくは植物性のそれ と大差なか るべ きは本章に蓮ぶるところより當然首肯 し得 らるべ
し.
    第一節 酵母ヌクレイン酸の家兎の血歴に及ぼす影響
 ヌクレイン酸 ソーダを水溶液 として静脈内注射,皮下注射,維 口投與 及び 直腸内注
                 (148)
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入の4法 により家兎 に投與せる揚合の血厘の憂化を第七圖に示す.      ,
              第   七   圓
         ヌクレイン酸曹達の家兎の末棺血歴に及ぼす影響
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 即ち 如何なる投與法に依 るも家兎の末梢 血歴をして低下せ しむ.
    第二節 ヌクレイン酸の中間分解物の血歴に及ぼす影響
 ヌクレィン酸は四種の臨基(B)ペ ント■一一ゼ(Z)及 び 燐酸(P)の 六理のより成 り其隣
造は次の如 しと信ぜ らる。
諺茎叢}ii諜翫
 P-Z-Bな る部分 を盤基の名を冠 してNukleotid と呼ぷ・帥 ち 第一段分解物な
                (149)
             血 歴 降 下 性 物 質 の 研 究
り.
 更 に燐酸 を失 ひた るZ-Bな る部分 を同様 に鷺 基の名 を冠 してNukreosidと 呼 ぷ.
帥 ち 第二段分解物 な り.
 而 て ヌ クレィン酸 はin vivoに もin vitroに も上記 の段楷 を経 てBausteinに 迄
分解 す と考へ らる.
 叉一方 生艦 内に於て ヌクレィン酸 がft Bausteinよ り更 に簡 輩 なる物質 よ り容易 に
合成 せ らる5はBurian and Schur〔1)の 古典的研究 に よ り明か な り,帥 ち ヌク レィ
ン酸 の生艦内 に於 け る 態度は甚だ活澱 な る もの と言 ふべ し.
 前節 に述べ た る如 く ヌ クレィン酸 は 之 を動物 艦内 に輪 入すれば,其 投與法 の如何
に不拘常 に著 しき 血 歴降下作 用を現 す.
 弦 に於 て 其 生化學 的安定性 を考 ふれば 輪 入せ られ た るヌク レイン酸 が絡 始共儘 の
形態 にて行動 す るとは想像 し得 す・恐 らくは直 に妙 くも或 る程 度の分解 を受 くるもの
な るぺ し.
 若 し 然 りとせば ヌ クレイン酸 の血歴降下作用の依つ て來 る所 以 の物質 を共分 解産
物 中に求む るは當然の樫路 なるべ し.
 以 上の推 定 を確 む る爲 に,家 兎の頸動脈 血歴 を水銀 マ ノメー ター を介 して キモ グラ
フィオン煤紙 上に描 窟せ しめ,こ れに ヌ クレイン酸 ソーダ水溶液 を 耳殻 静脈内 に(第
八圓)及 び 門脈系内 に(第 九圖)注 射 した る二つの場 合の血墜 の攣化 を記録 せ しめ た
り.
 帥 ち 門脈 内に注入せ られたるヌ クレン イ酸 ソー ダは 直 ちに酵素作 用最 も旺盛 な る
肝臓 に入 り,然 る後全 身を循環 する こと、な る・ この爾者 が全 く同様 な る血庸 降 下を
示す こ とは上記の推定 に有力なる根稼 を與 ふ るものな り.
 A. 第一段分解物(2)Nukleotid
 1.Guanin Nukleot量d
  (1)R・Burian&H・Schur :-Zeits・f'phys量oL chem。23,55(1897)28.
  (2)ヌ クレイン酸の分解物の製法はW・Jones:一 Nucleic acid(mono9「aPhs on biochemi-
   stry) に依る・
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               第   八   圃
            ヌクレイン酸曹達耳殻静脈内注射の
            家兎頸動脈血歴に及ぼす影響
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            マク レ イ ン酸 曹 達 門 脈 内注 射 の 家 兎
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 ヌ クレィン酸 を稀 硫酸 を以て分解 し,ア ムモ ニア水に封 す る不溶解性 を利 用 して分
離精製 し,家 兎 にper kg・0・06 gr・を静脈 内に注射 せ る結果 を第 十圖Aに 示 す.
 2.Adenin
  Uracil Nukleotid混 合
  Cytosin
 Guauin以 外 のNukleotidを 各猫立 に精 製分離 するは可成 煩雑 なるを以て混 合物 を
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一 括精 製 し,こ れ をper kg.0,069,水 溶液 として家兎の静脈 内 に注射 し†こる結果 を
第 十圖Bに 示 す.
 いつれ も明瞭 な る面L厭降下作用 を示す・
         第十圖 ヌクレオティー ドの家兎の血騰に及ぼす影響
             per kg・0.069・青畢脈i入】君i身』・
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        第十一圖 ヌクレオシードの家兎の血歴に及ぼす影響
             per kg. O.06 g.静脹内注射
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 B,第 二段分解 物Nukleotide
 便 宜上四種のNukleotidを 混合物 として一括精 製 し水溶液 としてper kr.0.069.
を家 兎の静脈 内 に注射 した る結果 を第十一 圖に示 す・
 即 ち ヌク レィン酸 の中間分解物 はいつ れ も明か な る血屡 降下作用 を示 す・
    第三節 ヌ クレイン酸 のBausteinの 血巫 に及 ぼす 作用
 A 盤   基
 1.Guanin
 ヌ ク レdン 酸 及び グ アノよ り分離 した る もの を盤酸 臨 として精製 せ り.Guanin・
HCIは 水 に難溶 な るを以 て ア ラビヤゴム と共 に機械的乳剤 としてper kg. O.06 9.を 家
兎 の静脈 内 に注射 した るに第十二圖Aに 示 す如 く 認 むぺ き憂 化 を示 さす・但 し 眞の
溶液 に非 るを以 て結 論は之 を避 くる も砂 くも強 力な る血歴降下性物質 には非 る如 し。
 2.Adenin
 ヌク レィン酸 よ り分離 し臨酸鞭 として精製せ り.per kg。0.049.を 水溶液 として家
兎 の静脈 内 に注射 すれば第十 二圖Bの 如 く 著 しき1憾 蓉降下 を示す,
 3. Uracil
 ヌク レイン酸 よ り分離,叉 は 尿素 と林檎酸 とを稜煙硫 酸 中にて縮 合せ しめ①て合成
しNa鷺 としてper kg. O.06 9.を 家 兎の静脈内 に注射 すれば,第 十二圖Cの 如 く著
し き血腿降 下あ り.
 4・Cytosin
 ヌクレイン酸 よ り.分離 し 硫酸肇 として精製せ り,Cytosin sulfatは 水 に難溶 な る
爲,其 飽 和溶液 を以 て定性的試験 をな すに止 めた り・ 邸 ちper kg・2Cc.を 家 兎の静
脈 内に注射 した るに第 十二圖Dの 如 き甚だ著 明な る血屡 降下 を示 す.こ の 注射の正
味量 の微 量 な るよ りすればCytosinの 血厘i降下力 は甚だ強大 な る もの と言 ふべ し,
 別 に 硫酸 基の作 用 を,Na ,・SO、を以 て盲検 した るに明かに血歴 降下作用 を認 めた る
もCytosin sulfatに 關 しては其量的關係 よ りSq"の 影響 は之 を無 視 して可 な りと
信 ず.
  (1)Davidson&BausischトJ・Am。 Chem. soc.48,2379-84,1926・  ・
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但 し 硫酸に關 しては燐酸 と關連 して後に論するところあるべ し.
EPち ヌクレィン酸の構成臨基四種中Guaninを 除 く三種は著 しき血墜降下性 を布
しpyrimidin(1)の 方がpurinよ り作用大なる如 し・
                第 十 二 圏
          ヌクレイン酸構成璽基の家兎の血歴に及ぼす影響
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  (1)2-6-dioxy-5-nitropyri!pidin及 び2-6-dioxy-5・aminopyrimidinを 合成し,其 家兎の血歴
   に封する影響 を槍 したるにいつれ も著明なる降下性を有するを知れ り・
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 B.Pentose
 Pentoseは 植物界 に於 ては,極 めて汎 く分 布 し居 る も高等動物 に於 ては 所 謂Pen-
tosureaeと して尿 中 に出つ る揚 合あ るの外極め て稀 な り.
 植物 性 ヌ クレィン酸 の加水分解 物 中よ り分離iせ らる5も のはd-Riboseな る も,糖
類 の常 として其分離 は可成面倒 なる と共 に多量 の試 料を要 す る爲,先 づ ナラピヤゴム
を加 水分解 し注射 に差 つかへ な き程度 に精製 しpentoseと してper kg・0・2 grを 家
兎の静 脈内 に注射 した るに明か に血歴降下 を見 た り.勿 論 この揚合glukoseに 封 す
る盲瞼 は別 に之 を爲せ り・
 依 て純 檸 な る1・Xylose及 びd-1・Arabinoseを 各 、 per kg O.2 9.水 溶液 として家兎
の静 脈 内に注射 した るに第十三 圖に示 す如 く明か に血腿降下 し其程 度 及び 曲線の形
歌 も爾 者につい て全 く符合す るを知 れ り.
 90ちXylose, Arab董nose以 外 のaldo-pentoseの 血堅 に勤 す る作 用 も亦 同檬な らん
と推 定 す る も大 な る危瞼 なか るべ し と信ず・
                第 十 三 圖
           ペン トーゼの家兎の血歴に及ぼす影響
              per kg.〔).2 9.静 巌内注射
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 C、 燐   酸
 試料 どしては水溶液の反庶を考慮して 第こ燐酸曹達を用ひ,水 溶液 として 静脈内
注射,皮 下注射,経 口投與 及び 注腸の四方法を以て家兎に投與 したるに第十四圖に
示 す如 く何 れも著 しき血屡降下を見た り。
 燐酸 は ヌクレイン酸の成分たるのみならず,無 機肇類 として 叉はヱステルとして
                 (155)
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               第 十 四 圖
            燐酸曹達(Na2】H【PO4・12H20)の
            家兎の血腿に及ぼす影響
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生罷 の随所 に含 布せ られ・叉ヱ ステルよb無 機 性燐酸 を遊離 せ しむ るPhgsphataseの
分 布は 甚 だ汎 く,罷 内 に輪 入せ られた る複雑 なる燐酸 化合物 も一鷹 は分解 せ らる 、揚
合 多し と想像 し得べ く,叉 動物の 自然食物 中には燐酸 を含 まざる もの殆 どな し.
 帥 ち 燐酸 は生腱の常成分 に して,か 、る 物質 を少量 に生艦 内 に輪 入す るこ とに依
り著 しき作 用 を現 すべ し とは 當初全 く期待 し得 ざ りし ところな りしに不拘,事 實 は甚
だ著明 な る血 墜降下作 用 を呈す るは燐酸 の罷内 に於 ける意 義の甚 だ微妙 な るを思 は し
む.
 生膣内の燐酸の研究 は近年炭水化物の生化學 と關連 して無数 の研 究 あ る も玉佃曝に關
する もの は・比較的砂 くH・Elias(1)が 膵臓 を除 きた る犬 に樹 し,血 糖 に影響 を及 ぼ
  (1)H.EliasトBiochem. z.138,299-306,1923.
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さs'る程度の少量の燐酸曹達 を静脈内に注射すればGlycosuriaと 共に高血墜を防邉
す との観察をなせるが比較的古 きが如 し.
  【附■ 硅酸,燐 酸 及び 硫酸の血屋に及ぼす影響
 既に 臨床的 に用ひられつ、ある血墜降下剃中に 硅酸曹達 を主成分 とす と構するも
のあり.叉 前記Cytosinを 硫酸麹 として試験 しtこる關係上SO"4の 作用を盲検 して
硫酸 も亦血腰降下性を有するを知れ り.
試 ・・灘 はN・ ・・・… 紬 ・N・ ・H・q職 はN・ ・sqと し嫁 兎 ・・ 各1α1、σ
mol・(硅 酸曹達 は水溶液 を分折 してSio2と して)を 種 々なる方法により投與すれば
第十五圖に示 す如 く何れ も著明なる血堅降下を示す.
              第  十  蕊  圏
         硅酸,燐 酸 及び 硫酸の家兎の血座に及ぼす影響
               per k・旛m・L
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 以上硅酸,燐 酸 及 び 硫酸 の三 者 を通覧 す るにSi, P, s,は 原 子番號 相隣 し,酸 と
しての三者 は特 に蒸 氣墜極端 に低 き特殊の一群 をなす.
 一方之 を生化學 的 に見 るに,燐 酸 に乏 しき揚 合膠歌硅酸 を施 與す る ことに依 り著 し
  (1)硅 酸 ソーダには多数の形態あり,其 いつれを選ぶべきやは大に論議の絵地あるべきも,本
   實験にNa2Si207を 用ひたるは軍に 最も純梓なる市販品を得易 き臨に よる・この 外に
    Na2Sio3を 用ひて同檬の結果を得たるを附記す。
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く棚 の生醗 良魏 らしむ とのLemmermann〔1)の 醐 に して辮 くん1ざ鍛 と硅
酸 とは砂 くも植物 生理上 に於 ては 互に密切 な る關連 を有 す る もの と謂 ふべ し・
 叉 自然 界に多敏 の炭水化物の燐 酸 ヱステル存 在す るが如 く,炭 水化物 の硫酸 ヱ ステ
ル も亦存 在す るが如 し,帥 ちNeuberg&Oh16(2)によれ ば 寒 天 中には常 に硫酸 存 在
し,Samec&Isajevicc3)によれば 寒天 の主成分 はGeloseの 硫酸 ヱ ステル な らん と
云 ふ.
 自Pち 硫酸 と燐酸 と も亦 植物生理上 一脈相通 す る ところあ るが如 し.
 これ等 の事實 が果 して 血 墜 と何等か の關係 あ るか否 やは 論議 の時期 に非 るも種 々
の鮎 にて 關連 を存 す る三種 の酸 が高等動物 に蜀 し等 し く血 墜降下作 用 を現 はすは 興
味 ある事 實 な りと信 すも.
  綜   括
 1.酵 母類 の艦成分 中に血魅降下 性物 質存 在す.
 2・ 但 し この ものs作 用 は常態 に於 ては 反作 用物質 に よ り覆 はれて顯 現 せす・
 3・ この血座 降下性 物質の少 くも一ρは ヌ クレイン酸 な る如 し.
 4・ ヌ クレイン酸 は其儘 にて も叉其加水分解産物 も悉 く血墜 降下作 用 を有 す.
 5,ヌ ク レイン酸のBaustein中 最 有力な るは燐酸 に してPyrimidin艦 及びPurin
  艦之 に亜 ぐ.
 6.燐 酸 の如 き 生艦 の常成分が か5る 作 用を有 す るは甚 だ 興 味 あ り,こ れ・に關連
  して硅 酸 及び 硫酸 も亦血墜 降下作用 あ る事實 を指摘 せ り・
                         (第8回 大阪講演會に於て登表)
  (1)LemmermannトZ. pflanzen ern巨hr. DUngung〔A〕1,185-255,1922.
  (2)Neuberg&Oh16 :-Biochem. z.125,311,1921.
  (3)Samec&Isajevic:-Ko11. Chem. Beih.16,285,1922.
                 (158)
